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平成23年4月号
乗って安心

個人タクシ
ー

社団法人

東 京 都 個 人
タ ク シ ー 協 会

会 報

困
難
な
状
況
打
開
に
向
け
て
、
行
政
と

意
見
交
換
会
を
開
催

３
月
４
日
（
金
）
の
午
後
２
時
か
ら
㈳
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
で
、
同
支
部
主
催
に
よ
る
「
平

成
22
年
度　

行
政
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
。
関
東
運
輸
局
か
ら
小
林
自
動
車
交
通
部
長
を
は
じ
め
、局
・

各
支
局
の
担
当
者
20
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
助
努
力
に
よ
る
構
造
改
革
を

㈳
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
　
関
東
支
部

木
村
忠
義
支
部
長　

　

特
定
事
業
計
画
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
行
政

の
皆
様
に
は
大
変
歯
が

ゆ
い
思
い
を
さ
せ
て
お
り
、
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
と
き
こ
そ
、
傘

下
事
業
者
の
方
々
に
目
覚
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
私
達
が
求
心
力
を
持
っ
て
皆

さ
ん
を
引
っ
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
大
事
な
の
は
、
ま
ず
業
界
の

自
助
努
力
に
よ
っ
て
構
造
改
革
を
目
指

す
事
で
す
。
そ
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
、

恐
ら
く
私
た
ち
は
本
当
に
見
捨
て
ら
れ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
問
題
が
山
積
し

て
い
る
中
、
私
達
は
と
に
か
く
前
へ
進

む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
は
、
私
達

が
さ
ら
に
前
進
す
る
た
め
の
ご
意
見
・

ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

危
機
感
と
意
識
の
共
有
が
大
切

関
東
運
輸
局
自
動
車
交
通
部

小
林
　
豊
部
長

　

個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
か

ら
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
事
業

者
に
特
定
事
業
計
画
を

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
の
方
が
業
界
の
再
生
に

協
力
す
る
と
い
う
意
志
表
明
で
す
。
し

か
し
、
必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
法

人
業
界
が
こ
の
短
期
間
で
17
・
６
％
の

減
休
車
に
迫
り
得
た
の
は
、
業
界
全
体

が
危
機
意
識
を
共
有
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
で
も
、
個
々
の

事
業
者
の
方
々
が
危
機
意
識
を
共
有
し

な
け
れ
ば
、
業
界
の
再
生
は
望
め
ま
せ

ん
。
そ
し
て
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、

皆
が
自
分
達
の
存
在
意
義
を
ど
う
確
立

し
て
い
く
の
か
を
考
え
、
力
を
合
わ
せ

て
業
界
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  
関
東
支
部
か
ら
の

　  
意
見
・
要
望
（
要
約
）

１
．
新
規
許
可
の
一
定
枠
確
保
に

　
　

つ
い
て

○
タ
ク
シ
ー
新
法
の
特
定
地
域
に
お
け

る
新
規
許
可
の
一
定
枠
の
確
保

２
．
譲
渡
譲
受
に
つ
い
て

⑴
譲
渡
人
の
年
齢
制
限
の
撤
廃

　

タ
ク
シ
ー
新
法
の
特
定
地
域
に
お
け

る
高
齢
者
等
の
譲
渡
促
進
を
容
易
に
す

る
た
め
、
特
定
地
域
指
定
期
間
内
は
譲

渡
年
齢
の
制
限
を
撤
廃
さ
れ
た
い
。

⑵
死
亡
後
譲
渡
制
度
の
復
活

　

死
亡
に
よ
り
、
事
業
廃
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
ご
家
族
の
生
活
を
助
け
る
た

め
に
、過
去
に
制
度
化
さ
れ
て
い
た
「
死

亡
後
譲
渡
」
を
復
活
さ
れ
た
い
。

３
．
試
験
制
度
に
つ
い
て

⑴
事
前
試
験
に
よ
る

　

合
格
証
取
得
制
度
の
創
設

　

現
行
、
許
認
可
申
請
毎
に
そ
れ
ぞ
れ

法
令
・
地
理
試
験
を
実
施
し
て
い
る
が
、

資
格
要
件
を
有
し
て
い
る
者
に
対
し
て
、

事
前
試
験
に
よ
る
合
格
証
（
申
請
の
有

資
格
者
）
を
あ
ら
か
じ
め
取
得
し
、
そ

の
者
の
一
定
期
間
に
お
い
て
許
認
可
申

請
が
で
き
る
制
度
を
創
設
さ
れ
た
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
譲
渡
譲
受
の
促
進
が
図

れ
る
事
と
な
る
。

⑵
認
可
申
請
の
受
付
期
間
延
長

　

譲
渡
譲
受
の
認
可
申
請
期
間
は
、
現

行
「
毎
年
５
月
、
９
月
及
び
１
月
と
す

る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

「
毎
年
５
月
１
日
か
ら
６
月
10
日
、
９
月

１
日
か
ら
10
月
10
日
及
び
１
月
１
日
か

ら
２
月
10
日
と
す
る
。」
に
延
長
さ
れ
た

い
。

⑶
遠
距
離
割
引
認
可
申
請
に
係
る

　
「
個
別
審
査
」
か
ら
の
除
外

　

特
措
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
遠
距
離

割
引
に
係
る
認
可
申
請
は
「
個
別
審
査
」

と
な
り
、
原
価
計
算
書
の
添
付
や
認
可

期
限
原
則
１
年
間
、
人
件
費
等
の
毎
月

報
告
書
等
が
課
せ
ら
れ
た
が
、
既
に
当

該
地
区
で
既
存
事
業
者
が
認
可
済
の
同

一
内
容
で
あ
れ
ば
、
不
当
な
差
別
的
扱

い
等
に
触
れ
る
事
に
な
ら
な
い
の
で
、

「
個
別
審
査
」
か
ら
除
外
し
て
自
動
認
可

扱
い
と
さ
れ
た
い
。

４
．
期
限
更
新
に
つ
い
て

○
協
会
未
加
入
者
に
係
る
期
限
更
新
時

講
習
の
義
務
化

　

協
会
未
加
入
者
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
、
都
県
協
会
が
主
催
す
る
期

限
更
新
時
講
習
会
も
未
受
講
と
な
り
、

そ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
期
限
更
新

の
厳
格
化
を
図
る
上
で
、
運
輸
支
局
指

導
に
よ
る
事
業
者
講
習
会
の
受
講
を
義

務
化
さ
れ
た
い
。

５
．
適
正
化
対
策
に
つ
い
て

○
是
正
指
導
を
受
け
た
者
の
通
報
案
件

の
強
化

　

個
人
タ
ク
シ
ー
適
正
化
対
策
に
係
る

事
案
通
報
の
規
程

で
は
、「
１
年
以

内
に
２
回
の
是
正

指
導
を
受
け
た

者
」
を
通
報
案
件

と
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
を
「
２

年
以
内
に
２
回
の

是
正
指
導
を
受
け

た
者
」
に
改
め
る

べ
く
鋭
意
ご
検
討

い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
適
正
化

対
策
の
強
化
を
図

る
上
で
早
期
実
施

を
さ
れ
た
い
。

【3月11日に発生した「東北地方太平洋沖地震」の被災者の皆様に心よりお見舞い申し上げます】

都内個人タクシーの現況（平成23年3月1日現在） 
許可事業者数　16,853名（前月比-45名）    

（特別区、武三16,372名　北多摩188名　南多摩293名）
傘下事業者数　16,665名（前月比-38名）

（特別区、武三16,186名　北多摩188名　南多摩291名）
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処分日時 処分内容 違反条項 違反概要 点数

2月8日 車両停止（53日車） 運輸規則第25条 運転日報 6点

2月24日 車両停止（65日車） 運輸規則第25条 運転日報 7点

■行政処分状況 平成23年2月分

氏
名	

所
属
団
体	

享
年  	

病
名

鈴
木
正
實	

（
東
個
協
・
北
第
二
）	

64
歳	

腸
癌

柴
田
幸
彦	

（
東
個
協
・
渋
谷
）	

63
歳	

心
不
全

北
　
雅
典	

（
東
個
協
・
杉
並
）	

67
歳	

肺
癌

小
野
寺
輝
正	

（
東
個
協
・
墨
東
）	

72
歳	

心
不
全

高
木
久
雄	

（
東
個
協
・
豊
島
）	

68
歳	

リ
ン
パ
腫

岡
　
与
志
郎	

（
東
個
協
・
野
方
）	

63
歳	

心
不
全

久
保
ノ
谷
敏
明	

（
都
営
協
・
江
東
）	

49
歳	

脳
出
血

石
橋
　
守	

（
都
営
協
・
千
住
）	

66
歳	

心
不
全

武
井
文
男	

（
都
営
協
・
自
交
総
連
）	

56
歳	

不
明

和
気
　
昭	

（
都
営
協
・
東
京
旅
客
）	

73
歳	

心
筋
梗
塞

　

訃
報　
　

＊
2
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

１．健康診断受診状況【事業者】
○個人タクシー事業者数　　　　	 16,748名

○健康診断受診事業者数     　 
 （1）団体主催の健康診断受診者数
	 	平成22年　平成21年 
	 13,710名 	（81.9％）（80.9％）
 （2）上記以外の健康診断受診者数
	 1,771名 	（10.5％）（10.0％）
	 計　    15,481名	 （92.4％） （90.9％）
○不受診事業者数　 	  1,267名	（ 7.6％）	（9.1％）

◆受診率は前年より1.5 ポイント増。

○延べ受診事業者数	 18,907名
○このうち再診･再検査等が必要となった事業者数
	  4,564名 	 （24.1％）（25.0％）
○このうち再診・再検査を受けた事業者数
	 2,050名	  （44.9％） （37.9％）

◆再診再検査になる割合は前年より0.9 ポイント減少。
　実際に再診再検査を受診した事業者は7 ポイント増。
○健康診断を受診している事業者の平均受診回数     　 
 	 	平成22年  平成21年 
（延べ受診事業者数÷受診事業者数）	   　　　1.22回　  1.21回

○健康診断不受診事業者の年齢構成

年 齢 全事業者数 不受診者数 うち代務中･
休止中 不受診率

65歳以上 6,270名 89名 （14名） 1.4％
60～64歳 4,812名 349名 （11名） 7.3％
55～59歳 2,511名 277名 （６名） 11.0％
50～54歳 1,309名 227名 （2名） 17.3％
45～49歳 1,010名 184名  18.2％
40～44歳 631名 116名 18.4％
39歳以下 205名 25名 12.2％

計 16,748名 1,267名 （33名）
◆若年層の不受診率が高い。

個人タクシー事業者の健康管理状況等調査報告書
（平成22年1月1日～平成22年12月31日）

2．平成22年12月31日現在の傷病状況

事業者傷病系統 事業を休止中
（１ヵ月以上） 代務者雇用中 合計

脳神経系 14名 13名 27名
眼･耳･鼻･咽喉 8名 5名 13名

呼吸器系 14名 4名 18名
循環器系 14名 12名 26名
消化器系 16名 14名 30名
骨･関節 18名 15名 33名
その他 14名 5名 19名

計 98名 68名 166名
◆昨年同期は合計192名で、本年はマイナス26名

3.　再診・再検査受診率の問題点について
平成21年の調査では、個人情報の問題等により個々の診断
結果の内容が把握できているか尋ねたところ、8割以上の団
体で把握していると回答されたが、再診・再検査を受けた
人の割合は前年よりも減少したことから、再診・再検査を
受診させることについて難しい点はどこか尋ね、主な理由
を2つまで回答願った。

（1）再検査になった事柄が、軽いもの(急を要していない)と
思い込み行かない。	

　　あるいは、毎年のことだから大丈夫と思って行かない。
	 	………………………………………………34団体（23.3％）
（2）団体としても再検査を受診したかまでは追いかけてい

ない。
	 	………………………………………………32団体（22.0％）
（3）団体主催で一斉にやるわけではないので、個別だとな

かなか受けに行かない。また、指導も行き届かない。
	 ………………………………………………31団体（21.2％）
（4）健康診断の内容が個人情報により把握できないので再

検査の指導ができない。
	 ………………………………………………20団体（13.7％）
（5）再検査には助成がない。
	 ………………………………………………17団体（11.6％）
（6）期限更新等の必要な時だけ受診している状況なので、

再検査までは受けない。
	 ………………………………………………2団体（0.1％）
（7）その他
	 ………………………………………………9団体（0.6％）
◦治療中だが、再検査要と記入されてしまう。
◦指導はしているが、結果報告は出てこないのが現状である。
◦再検査を強要することはできない。 等
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地理モニター報告①
昨年10月から開始された「地理モニター制度」。

新しい道路、橋、名称変更のあった施設名等の情報収集を地理モニター調査員が行い、随時協会へ報告する制度です。

協会では、収集された情報の内容を精査し、今号より会報に掲載することにいたしました。

名称変更
旧名称 新名称 所在地 変更日

水野病院 水野記念病院 足立区西新井 6-32-10 平成 21 年 11 月

市川第二病院 羽田共生病院 大田区羽田 4-14-1 平成 22 年 4 月

東京社会保険事務局 日本年金機構 南関東ブロック本部 新宿区大久保 2-12-1 平成 22 年 1 月

国立国際医療センター 国立国際医療研究センター 新宿区戸山 1-21-1 平成 22 年 4 月

東横学園女子短期大学 東京都市大学等々力キャンパス 世田谷区等々力 8-9-18 平成 21 年 4 月

キャピトル東急ホテル ザ・キャピトル東急ホテル 千代田区永田町 2-10-3 平成 22 年 10 月

久保田病院 久保田クリニック 豊島区西巣鴨 3-19-3 平成 22 年 4 月

慈生会病院 東京病院 中野区江古田 3-15-2 平成 22 年 4 月

旭出養護学校 旭出学園 練馬区東大泉 7-12-16 平成 22 年 4 月

ウェルサンピア多摩 桜美林大学　多摩アカデミーヒルズ 多摩市落合 2-31-1 平成 22 年 5 月

新施設
名称 概要 所在地 開始日

文化総合センター大和田
文化、教育、健康、福祉の区民活動の
拠点として、多様な文化活動の発表、鑑
賞、参加の場を提供する施設。

渋谷区桜丘町 23-21 平成 22 年 11 月

移転
名称 新所在地 旧所在地 移転日

千住消防署 足立区千住中居町 9-14 足立区千住 1-3-9 平成 22 年 2 月

荒川区南千住区民事務所（東
部区民事務所と西部区民事務
所が統合）

荒川区南千住 7-1-1
東部：南千住 3-20-6
西部：南千住 1-19-13

平成 22 年 3 月

板橋区清水図書館 板橋区泉町 16-16 板橋区宮本町 62-19 平成 22 年 1 月

東京国道事務所金杉橋出張所 品川区八潮 1-1-3 港区芝 2-2-10 平成 22 年 3 月

タイ王国大使館 千代田区九段南 2-2-1 品川区上大崎 3-14-6
平成 22 年 7 月　
建替えによる約 2 年間の移転

港都税事務所 港区麻布台 3-5-6 港区芝 5-36-5 平成 22 年 1 月

西麻布福祉会館 港区西麻布 2-2-2 港区西麻布 2-13-3
平成 21 年 10 月
建替えによる約3年間の移転

大韓民国大使館 新宿区四谷 4-4-10 港区南麻布 1-2-5
平成 22 年 4 月
建替えによる約 3 年間の移転
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東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
　
新
宿
支
部

先
駆
者
に
対
す
る
誇
り
を
胸
に

目
指
す
の
は
プ
ロ
の
事
業
者
集
団

　

新
宿
支
部
は
、
全
個
協
の
先
々
代
会
長
で
マ
ス
タ
ー

ズ
制
度
を
立
ち
上
げ
た
本
間
嗣
治
氏
ゆ
か
り
の
支
部
。

そ
の
伝
統
は
今
も
息
づ
き
、
新
人
に
は
「
自
分
達
は
優

秀
適
格
者
で
当
た
り
前
。
そ
の
上
で
プ
ロ
の
誇
り
と
、

事
業
者
の
心
構
え
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
よ
う
に
働
き

か
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
本
橋
支
部
長
も
ま
だ
53
歳
。

「
あ
と
20
年
は
こ
の
業
界
に
居
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り

と
基
礎
を
作
り
た
い
」
と
将
来
を
見
据
え
て
支
部
運
営

に
当
た
り
ま
す
。

　

そ
の
思
い
は
日
常
業
務
に
も
表
わ
れ
、
例
え
ば
支
部

報
は
理
事
会
開
催
か
ら
10
日
以
内
に
発
行
し
、
支
部
員

に
発
送
す
る
こ
と
で
情
報
を
素
早
く
共
有
。
譲
渡
譲
受

１
０
０
％
を
維
持
し
て
若
返
り
を
図
る
一
方
で
、
本
間

氏
の
思
い
は
２
８
１
名
の
支
部
員
に
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
れ
て
い
き
ま
す
。今 年、 小 川光 彪さんが中

心となって「英会話クラブ」
が発足。小川さん自身、外
国人観光客に対応しようと、
5年前から英会話を学んでい
ました。目指すは、支部はも
ちろん個人タクシー全体のレ
ベルアップです。

前列左から伊原副支部長、本橋支部長
後列左から田村共済部長、松本厚生・無線
部長事務員のみなさん

勉強会参加者は支部
の若返りのカギを握
る人達

281名が所属し、積
極的に勉強会も行っ
ている新宿支部

（
所
在
地
：
新
宿
区
百
人
町
）

名称変更並びに移転
旧名称 新名称 変更日 旧所在地 新所在地 移転日

大和病院 中央総合病院 平成 21 年 11 月 板橋区本町 36-3
北区東十条

3-2-11
平成 21 年 11 月

㈶東京しごと財団
心身障害者職能
開発センター

㈶東京しごと財団
障害者就業支援課

平成 22 年 4 月 新宿戸山 3-17-2
千代田区飯田橋

3-10-3
平成 22 年 9 月

道路・橋等
名称 概要 変更日

渋谷区中央図書館
同一敷地内の別の場所に移転し、新たな図書館へは、原宿警察署の横から車で入り、
入り口まで着けれるようになった。ただし通り抜けは出来ず、切り替え U ターンが
必要。

平成 22 年 5 月

和光富士見バイパス

埼玉県和光市の松ノ木島交差点（東京外環自動車道 和光北 IC）から埼玉県富士見
市の下南畑交差点（富士見川越バイパス）までの国道 254 号のバイパス道路におい
て、平成 22 年 4 月 24 日、松ノ木島交差点～埼玉県道 79 号朝霞蕨線までの一部が
開通した。

平成 22 年 4 月

地理モニター報告②

　会報3月号にて、平成23年12月1日更新者の事業者
研修会日程（平成23年5月～7月）をお知らせいたし
ましたが、会場である九段会館の一部が崩壊し使用

不可能なため、別会場での開催を検討中です。
　日程等が決まりしだい改めてお知らせいたします。

事業者研修会の開催延期について




